
永
享
七
年
（
一
四
三
五
）

に
焼
失
し
た
若
狭
国
羽
賀

寺
再
建
に
あ
た
っ
て
、「
奥

州
十
三
湊
日
之
本
将
軍
」

が
莫
大
な
銭
貨
を
投
じ
た

と
記
す
、
羽
賀
寺
所
蔵
の

勧
進
帳
と
縁
起
が
あ
り
ま

す
。
い
わ
ゆ
る
「
ひ
の
も

と
将
軍
」
論
と
関
わ
る
史

料
で
す
が
、
遠
藤
巌
氏
「
羽
賀
寺
縁
起
の
成
立
と
展
開

奥
州
十
三
湊
日
之
本
将
軍
認
識
の
問
題
を
念
頭
に
し

｜て

」
（
前
川
要
・
十
三
湊
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員
会
編

｜
『
十
三
湊
遺
跡

国
史
跡
指
定
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム

』
、

｜

｜

考
古
学
リ
ー
ダ
ー
７
、
六
一
書
房
、
二
〇
〇
六
）
に
よ

る
書
誌
的
検
討
に
よ
り
な
が
ら
「
奥
州
十
三
湊
日
之
本

将
軍
」
に
関
す
る
卑
見
を
述
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

※
史
料
の
多
く
は
『
青
森
県
史
』
資
料
編
中
世
二
安

藤
氏
・
津
軽
氏
関
係
資
料
に
収
録
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
同
書
に
よ
っ
た
も
の
は
『
青
』
二

資
料
番

｜

号
と
略
記
し
ま
し
た
。

「
奥
州
十
三
湊

日
之
本
将
軍
」
の
正
体

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
講
座
よ
り

｜

｜

ま
ず
「
羽
賀
寺
文
書
」
の
う
ち
①
永
正
一
一
年
（
一

五
一
四
）
卯
月
日
羽
賀
寺
本
堂
上
葺
勧
進
帳
写
（
『
青
』

二

一
一
八
六
）
、
②
本
文
は
誠
仁
親
王
筆
で
、
奥
書

｜
は
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
に
後
陽
成
天
皇
が
書
い
た

と
い
う
羽
賀
寺
縁
起
（
『
青
』
二

一
一
八
八
）
、
こ
の

｜

二
つ
は
、
「
奥
州
十
三
湊
日
之
本
将
軍
」
を
誰
だ
と
記

し
て
い
ま
せ
ん
。
②
は
「
奥
州
十
三
湊
日
之
本
将
軍
」

の
割
り
注
に
「
道
号
高
貨
山
賢
機
」
と
あ
り
ま
す
が
、

道
号
は
多
額
の
寄
付
行
為
、
も
し
く
は
そ
れ
を
含
め
た

富
栄
え
て
い
る
こ
と
に
ち
な
ん
だ
よ
う
で
、
人
物
を
特

定
す
る
手
が
か
り
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

次
に
③
本
浄
山
羽
賀
寺
縁
起
（
『
青
』
二

一
一
八

｜

七
）
、
④
承
応
二
年
（
一
六
五
三
）
以
後
成
立
の
本
浄

山
羽
賀
寺
仮
名
縁
起
（
『
青
』
二

一
一
八
九
）
、
⑤
嘉

｜

永
二
年
（
一
八
四
九
）
成
立
の
本
浄
山
略
縁
起
（
『
青
』

二

一
一
九
〇
）
の
三
つ
は
、
「
奥
州
十
三
湊
日
之
本

｜
将
軍
」
を
安
倍
康
季
と
し
ま
す
。
安
倍
姓
の
下
国
（
し

も
の
く
に
）
康
季
は
、
永
享
頃
に
実
在
し
た
人
物
で
す

（
「
熊
野
那
智
大
社
文
書
」
陸
奥
国
下
国
殿
代
々
名
法

日
記
、
『
青
』
二

一
四
一
九
）。
通
説
で
は
康
季
は
織

｜

豊
期
に
秋
田
地
方
の
大
名
だ
っ
た
秋
田
実
季
の
先
祖

で
、
十
三
湊
を
本
拠
と
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
で

す
か
ら
「
史
実
」
と
ま
っ
た
く
あ
わ
な
い
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

し
か
し
「
奥
州
十
三
湊
日
之
本
将
軍
」
を
安
倍
康
季

と
す
る
の
は
、
近
世
に
成
立
し
た
史
料
の
よ
う
に
見
受

け
ら
れ
ま
す
が
、
③
を
遠
藤
説
は
、
天
正
初
年
成
立
と

し
ま
す
。
そ
れ
が
正
し
い
か
検
証
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
羽
賀
寺
の
再
建
を
命
じ
た
「
華
頂
要
略
」
天
正

一
二
年
（
一
五
八
四
）
六
月
一
〇
日
正
親
町
天
皇
綸
旨

写
（
『
青
』
二

一
三
〇
四
）
に
「
早
被
任
由
緒
、
十

｜

三
湊
被
告
申
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
の
頃
、
朝
廷
も
羽
賀

寺
も
「
奥
州
十
三
湊
日
之
本
将
軍
」
が
誰
の
先
祖
か
わ

か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

次
に
③
で
永
正
の
再
建
を
行
っ
た
と
す
る
「
長
井
雅

楽
頭
」
で
す
が
、
こ
の
人
物
は
文
禄
二
年
（
一
五
九
三
）
、

若
狭
国
内
を
与
え
ら
れ
た
木
下
勝
俊
の
家
中
で
す
（
そ

の
挙
証
と
し
て
、
『
福
井
県
史
』
資
料
編
９
中
・
近
世
七

所
収
「
桑
村
文
書
」
九
～
一
五
・
一
七
～
一
九
号
及
び

「
長
源
寺
文
書
」
三
九
・
四
一
号
）
。
勝
俊
は
豊
臣
秀
吉

の
甥
で
、
関
ヶ
原
の
戦
い
で
西
軍
を
裏
切
り
、
東
軍
の

勝
利
に
貢
献
し
た
小
早
川
秀
秋
の
兄
で
す
。
こ
の
よ
う

な
「
史
実
」
の
ね
つ
造
が
な
さ
れ
た
の
は
、
勝
俊
が
関

ヶ
原
の
戦
い
に
際
し
て
東
軍
方
と
し
て
鳥
居
元
忠
と
と

も
に
守
備
を
し
て
い
た
伏
見
城
を
放
棄
し
た
た
め
に
改

易
さ
れ
た
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
以
降
で
し
ょ
う
。

さ
ら
に
③
に
「
康
季
改
山
為
本
浄
、
取
山
為
我
号
、

名
曰
鳳
聚
院
」
と
あ
り
ま
す
。
し
か
し
「
羽
賀
寺
文
書
」

寛
永
二
年
（
一
六
二
五
）
五
月
三
日
秋
田
実
季
寄
進
状

（
『
青
』
二

一
二
三
七
）
に
「
羽
賀
寺
者
、
某
実
季

｜

先
祖
康
季
〈
道
号
高
山
賢
機
〉
依
再
興
之
地
」
と
あ
っ

て
、
こ
の
時
、
「
鳳
聚
院
」
の
院
号
を
実
季
は
知
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
院
号
の
使
用
は
こ
れ
以
降
で
し
ょ
う
。

こ
れ
ら
か
ら
、
③
の
成
立
は
寛
永
二
年
以
降
と
推
定

さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
「
奥
州
十
三
湊
日
之
本
将
軍
」
を

安
倍
康
季
と
比
定
し
た
の
は
、
天
正
一
二
年
以
降
寛
永
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二
年
以
前
と
推
定
さ
れ
ま
す
。
も
う
少
し
下
限
を
さ
か

の
ぼ
れ
ば
、
実
季
の
手
に
よ
っ
て
羽
賀
寺
が
再
建
さ
れ

た
文
禄
四
年
（
一
五
九
五
）
頃
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

以
上
の
こ
と
か
ら
「
奥
州
十
三
湊
日
之
本
将
軍
」
を

下
国
康
季
と
し
た
の
は
、
ど
ん
な
に
早
く
て
も
一
六
世

紀
末
期
で
す
。
ま
た
一
五
・
一
六
世
紀
の
羽
賀
寺
に
関

わ
る
史
料
と
し
て
利
用
で
き
る
勧
進
帳
や
縁
起
は
①
・

②
だ
け
で
、
③
～
⑤
は
後
世
の
潤
色
を
多
く
加
え
て
お

り
、
史
料
批
判
が
相
当
必
要
で
す
。

①
・
②
で
は
、
「
奥
州
十
三
湊
日
之
本
将
軍
」
を
誰

と
特
定
し
て
い
ま
せ
ん
。
斉
藤
利
男
氏
「
日
本
・
日
の

本
と
日
の
本
将
軍
」
（
羽
下
徳
彦
氏
編
『
中
世
の
地
域
と

宗
教
』
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
五
）
に
よ
り
ま
す
と
、

天
正
以
前
に
「
日
之
本
将
軍
」
と
よ
ば
れ
た
の
は
「
伝

承
」
を
多
く
残
す
平
将
門
で
す
。
こ
の
他
に
津
軽
安
藤

氏
の
安
藤
五
郎
も
天
正
年
間
成
立
の
説
話
集
で
よ
ば
れ

て
い
ま
し
た
（
「
三
国
因
縁
地
蔵
菩
薩
霊
験
記
」
建
長
寺

地
蔵
夷
島
遊
化
事
、
『
青
森
県
史
』
資
料
編
中
世
三
北
奥

関
係
資
料
一
八
一
三
）
。
い
ず
れ
も
本
人
自
ら
が
「
日

之
本
将
軍
」
と
称
し
て
い
ま
せ
ん
。

①
に
「
聞
説
、
奥
州
十
三
湊
日
之
本
将
軍
作
檀
契
寄

巨
多
之
捧
」
と
あ
り
ま
す
。
「
聞
説
」
つ
ま
り
伝
聞
で

す
。
寄
付
を
受
け
る
側
が
作
成
し
た
文
書
に
お
い
て
、

伝
聞
で
あ
っ
て
も
③
～
⑤
の
よ
う
に
実
名
を
明
記
す
る

も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

敢
え
て
匿
名
に
し
た
の
だ
と
い
う
見
方
も
あ
る
で
し

ょ
う
。
し
か
し
次
の
よ
う
に
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
「
奥

州
十
三
湊
日
之
本
将
軍
」
が
関
わ
っ
た
羽
賀
寺
再
建
で

永
享
七
年
（
一
四
三
五
）
に
焼
失
し
た
寺
院
に
本
尊
が

お
さ
め
ら
れ
た
の
が
文
安
四
年
（
一
四
四
七
）
で
す
か

ら
、
そ
の
道
の
り
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
室
町
期

か
ら
織
豊
期
の
羽
賀
寺
再
建
は
、
総
じ
て
そ
う
で
す
。

調
達
困
難
の
「
史
実
」
を
隠
す
た
め
に
「
奥
州
十
三
湊

日
之
本
将
軍
」
と
い
う
架
空
の
人
物
を
つ
く
っ
た
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
。
「
奥
州
十
三
湊
日
之
本
将
軍
」
は
、

十
三
湊
が
蝦
夷
島
と
の
交
易
で
繁
栄
し
て
い
た
「
史
実
」

に
基
づ
い
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

①
～
⑤
は
、
「
日
之
本
将
軍
」
論
の
一
つ
の
材
料
に

は
な
り
ま
す
。
し
か
し
「
日
之
本
将
軍
」
と
下
国
氏
と

が
結
び
つ
い
た
の
は
文
禄
の
羽
賀
寺
再
建
時
で
、
「
奥

州
十
三
湊
日
之
本
将
軍
」
を
実
季
が
自
ら
の
祖
と
す
る

下
国
氏
と
し
た
か
ら
な
の
で
す
。

実
季
の
時
か
ら
秋
田
氏
は
羽
賀
寺
が
関
係
を
持
つ
よ

う
に
な
る
、
そ
れ
は
「
史
実
」
で
す
。
し
か
し
室
町
期

の
下
国
康
季
は
、
羽
賀
寺
再
建
に
多
額
の
援
助
を
し
て

い
ま
せ
ん
。で
す
が
織
豊
期
に
史
実
が
捏
造
さ
れ
ま
す
。

ど
う
い
う
経
緯
で
そ
う
な
っ
た
の
か
、
史
料
は
語
り
ま

せ
ん
が
、
羽
賀
寺
側
の
よ
う
で
す
。
そ
の
後
、
秋
田
氏

の
系
図
に
康
季
が
羽
賀
寺
再
建
を
行
っ
た
と
記
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

御
内
人
や
奉
公
衆
に
「
安
東
」
氏
が
お
り
ま
し
た
。

し
か
し
彼
ら
は
、
安
倍
姓
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り

織
豊
期
は
秋
田
地
方
の
大
名
で
、
江
戸
期
に
三
春
藩
主

で
あ
る
安
倍
姓
秋
田
氏
の
祖
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

鎌
倉
後
期
、
津
軽
地
方
に
安
倍
姓
の
一
族
が
お
り
ま

余
論安

藤
・
安
東
・
下
国
・
上
国
・
湊

し
た
。
こ
ち
ら
は
「
安
藤
」
氏
で
す
。
一
般
に
こ
ち
ら

の
「
安
藤
」
が
三
春
藩
主
の
祖
に
な
り
ま
す
。
よ
り
正

確
に
い
え
ば
、「
安
藤
」
氏
の
う
ち
南
北
朝
期
か
ら
「
下

国
」
氏
と
よ
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
一
族
が
あ
ら
わ
れ
ま

す
。右

は
津
軽
地
方
の
こ
と
で
、
秋
田
地
方
で
は
「
安
東
」

氏
と
よ
ば
れ
て
い
た
と
す
る
説
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
か
ど
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
戦
国
期
か
ら
織
豊
期

に
か
け
て
秋
田
地
方
で
活
躍
し
た
愛
季
を
「
安
東
」
愛

季
と
表
記
し
ま
す
。
し
か
し
遠
藤
巌
氏
「
戦
国
大
名
下

国
愛
季
覚
書
」
（
羽
下
徳
彦
氏
編
『
北
日
本
中
世
史
の

研
究
』
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
〇
）
等
で
述
べ
ら
れ

た
よ
う
に
、
愛
季
は
「
安
東
」
と
よ
ば
れ
た
史
料
は
あ

り
ま
せ
ん
。「
下
国
」
愛
季
な
の
で
す
。
津
軽
「
下
国
」

氏
と
の
関
係
で
す
が
、
「
下
国
」
氏
は
十
三
湊
を
拠
点

に
繁
栄
し
て
い
ま
し
た
が
、
一
五
世
紀
中
期
に
南
部
氏

に
敗
れ
、
そ
の
後
の
細
か
い
経
緯
は
省
略
し
ま
す
が
、

桧
山
に
逃
れ
た
と
い
う
の
が
通
説
で
す
。
こ
の
系
統
は

桧
山
「
安
東
」
氏
と
よ
ば
れ
ま
す
が
、
桧
山
「
下
国
」

氏
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
愛
季
の
子
が
実
季
で
、

秋
田
氏
を
称
し
、
今
日
に
至
り
ま
す
。

こ
れ
に
関
連
し
て
、
津
軽
安
倍
姓
は
「
下
国
」
で
、

秋
田
安
倍
姓
は
「
上
国
」
と
い
う
説
が
あ
り
ま
す
。
小

鹿
島
や
現
在
の
秋
田
市
を
拠
点
と
し
た
湊
「
安
東
」
氏

の
こ
と
で
す
。
愛
季
の
時
に
、
桧
山
「
下
国
」
氏
と
湊

「
安
東
」
氏
は
統
一
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
こ
の
系
統
は

「
湊
」
と
よ
ば
れ
て
い
ま
し
た
が
、
「
上
国
」
や
「
安

東
」
と
よ
ば
れ
た
史
料
を
発
見
で
き
ま
せ
ん
。
こ
ち
ら

は
秋
田
「
湊
」
氏
と
呼
ん
だ
方
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

【
鈴
木

満
】
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